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「小児外科」第５６巻第 4号（２０２４年 4月号）
特集　�小児領域におけるGLP-2 アナログ製剤（テデュグ

ルチド）の応用
総論
作用機序  加 治 　 建
GLP-2の基礎研究  矢 野 圭 輔
開発の経緯  宮 本 昌 和
臨床効果  千 葉 正 博
治験  和 田 　 基
各論：各疾患に対する使用経験
著明な成長障害をきたしていた思春期女児短腸症 
に対する GLP-2アナログ製剤（Teduglutide）を 
用いた治療戦略  鈴 木 　 完

短腸症  佐々木理人
当院における短腸症への GLP-2製剤の使用経験  小 川 祥 子
短腸症  田 附 裕 子
中腸軸捻転術後短腸症候群の 1小児例における 

GLP-2アナログ製剤（テデュグルチド）の 
2年間にわたる使用経験  藤雄木亨真

短腸症候群に対して 2年間テデュグルチドを 
使用した 1例  藤 枝 悠 希

短腸症候群の小児における GLP-2アナログ製剤 
導入後の膵合併症への対応  薄 井 佳 子

Closed gastroschisis術後の短腸症候群の症例に 
対する GLP-2アナログ製剤の使用経験  池上満智彰

Hirschsprung病，同類縁疾患  横 井 暁 子
Hirschsprung病類縁疾患による短腸症候群の小児に 
対する GLP-2アナログ製剤の投与経験  東 　 紗 弥

Hirschsprung病および Hirschsprung病類縁疾患に 
対する GLP-2アナログ製剤の使用経験  三 宅 　 啓

小腸移植待機中の小児超短腸症における GLP-2 
アナログ製剤の使用経験  松 木 杏 子

GLP-2アナログ製剤が短腸症候群の腸内細菌叢に 
与える影響に関する研究；症例報告  柿 原 　 知

GLP-2アナログ製剤の長期投与経験  安 藤 　 亮
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◇あとがき◇
　つい先日，56巻 1号のあとがきを執筆したば
かりで，読者の皆様には続けてのあとがきとな
り恐縮です。今回は編集委員としてではなく，
第 120回東京小児外科研究会の当番世話人とし
ての企画編集となります。巻頭言にも書きまし
たが，今回の東京小児外科研究会のテーマは
「小児内視鏡外科手術と医療安全」であり，私の
小児外科人生のなかで，最も力を注いできた 2
つの分野の集大成の意味で，この研究会を開催
させていただきました。研究会で演題を発表し
てくださった先生方には，この場をお借りして
心からの感謝を申し上げます。本当にありがと
うございました。
　ここで，巻頭言には記載できなかった，私が
小児内視鏡外科医となったいきさつを紹介した
いと思います。私は，医師になってすぐに消化
器内視鏡に興味をもち，順天堂小児外科に入局
後も，小児外科の研修と並行して，小児・成人
を問わず消化器内視鏡の研鑽に励みました。外
勤先では，人間ドックで成人の上部消化管内視
鏡の経験を積み重ね，小児では新生児の ERCP
も行っていました。当時，私の大恩師である宮
野　武先生からは，「お前は覗き屋（のぞきや）
だ」と言われ，「世川」という名前ではなく，
「覗き屋」と呼ばれていましたが，そう呼ばれる
ことに不思議と喜びを感じていました。そし
て，海外では1991年ごろから小児の腹腔鏡手術
が行われるようになり，先見の明に長けておら
れた宮野先生は，腹腔鏡手術はむしろ小児外科
領域で有用とのお考えであったことから，他施
設に先駆けて順天堂小児外科で腹腔鏡手術を取
り入れることになりました。いざ，誰が担当す
るかというときに，「同じ覗きだから，お前がや
れ」という宮野先生のきわめて単純な発想で私
が担当になり，そして今に至っています。
　人の一生は，何が左右するかわかりません。
今，この特集号を組むにあたり，改めて私を小
児内視鏡外科手術の道に導いてくださった宮野
先生に，心からのお礼を申し上げて，あとがき
を終わりたいと思います。
 （世川　修）
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